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尼崎市立塚口中学校 平成23年3月8日

平成22年度

「塚口№16」塚 口
◇学校教育目標◇

集団の中で自らを律し

目標の実現に向け努力し

自らを高め続けようとする姿勢の育成

いよいよ、３月 11日（金）に卒業証
書授与式を迎えます。着任間もない、
４月の修学旅行など、いろいろなこと
が思い出されます。
「悔いのない３年間だったでしょう
か？」「ちょっと、失敗したかな！」
と感じることがあるなら、これからの
人生の中で取り返していってほしいと
思います。
今年度の卒業生は、１８７名です。
それぞれの思い出をいっぱい持って、
それぞれの道を進み、そして、これか
らの目標に向かって、一生懸命頑張っ
て下さい。
３年間お世話になった先生方をはじ

め、支えあってきた友達、ここまで応
援してきてくれたお父さん、お母さん
に感謝するとともに、お世話になった
すべての人に、堂々とした晴れ姿を見
せて下さい。
卒業式当日は、壇上で、胸を張って
「卒業証書」を受けとってほしいと思
います。

７日から練習が始まっていますが、
気持ちのいい返事・折り目正しい立派
な態度で、最上級生としての自覚を 1
人 1人がしっかりともって臨んで下さ
い。思い出に残る、いい卒業式にしま
しょう。

総代：深森 梓さんは、本校の第60期卒業生（平成20年3月卒業）です。

＜3月1日「読売新聞（夕刊）」より＞

宝塚音楽学校（兵庫県宝塚 総代の深森梓さん（同県尼 「ノバ・ボサ・ノバ」「め
市）の卒業式が１日、同校で 崎市出身）が「『清く正し ぐり会いは再び」で初舞
行われ、第97期生34人が2年 く美しく』の教えを守り、 台を踏む。
間のレッスンを積んだ学舎を 一層精進してまいります」
後にした。 と答辞を述べた
▽黒の紋付きと濃緑のはかま ▽式後、在校生が卒業生１
姿の卒業生を、岩崎文夫校長 人1人にブーケを送り＝写
が「タカラジェンヌの自覚と 真＝、記念影をする姿も。
責任、誇りを持ってほしい」 卒業生は、4月15日に宝塚
と激励。 大劇場で始まる星組公演、

卒業の前に・・・ ～立派な態度で、胸を張って～

先輩も頑張っていますよ！ ～これからの活躍を応援しましょう～

新聞記事を紹介します －平成23年2月8日－神戸新聞朝刊より

「想いのままに」
という題で、神戸
新聞に掲載されて
いる、俳優の杉良
太郎さんの文章で
す。
19回目は、「家
庭教育、そして、
まずあいさつか
ら」ということで、
思いを書かれてい
ます。
新聞の記事をそ
のまま掲載しま
す。一度、読んで
みて下さい。

主な予定等

3月 9日（水）
生徒会 尼北小訪問
3月10日（木）
同窓会結成式
3月11日（金）
卒業式
3月14日（月）
公立高校入試
3月15日（火）
2年生校外学習
3月16日（水）
生徒会 塚口小訪問
3月17日（木）
1年球技大会
3月18日（金）
2年球技大会
3月21日（月）
公立高校発表
3月25日（金）
修了式


